
他方、国会議員しかできない『地域の』仕事も存在します。
一昨年の4月に多摩都市モノレールの町田方面延伸計画が�
国の優先路線に指定されましたが、町田市や東京都の要望を
踏まえて国（国土交通省）に働きかけることも地元の国会議員
としての私の役割でした。毎年度編成される国の予算の中で、
町田市が要望する予算を確保していくことも重要です。とい
うのも、町田市の財政は税収が伸び悩む一方で、高齢化に�
より医療介護をはじめとする義務的支出は増加の一途をた
どっており、その穴を埋める形で国からの交付金は10年間で
123億円から264億円に増えています。こうした中、町田市
の魅力を高める「まちづくり」の諸事業が着実に前進するよう、
町田市や市議会と連携しながら汗を流して参りました。
２頁以降に、本年度の予算要望活動とその結果をご報告
いたします。
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地方創生を町田にも
昨年8月に総務省の大臣政務官に着任し、地方行財政を
担当しています。全国にある1800近い地方公共団体は人
口、面積や財政力もそれぞれ異なりますが、住んでいる地
域によって、教育、医療や治安・防災などの住民が享受す
る行政サービスに格差が生じてはなりません。地方の税収は
国の2/3ですが、支出は国の1.5倍あります。そこで、毎年、
地方交付税等の国から地方への交付金により地方の一般財
源総額を確保したうえで、各地方団体の交付額を決定して
いきます。その過程において、地方公共団体それぞれの実
情をつぶさに把握するため、私も着任して以来、27都府県、
41市町村を訪問いたしました。国会議員として選んでいた
だいた以上、地域益に縛られず、大都市から離島や中山間
地等の過疎地域に至るまで、日本を取り巻く諸課題に広い
視野で職責を全うして参ります。

1981年 5月 30日 多摩市生まれ、町田市在住
2000年 3月 栄光学園高等学校卒業
2004年 3月 東京大学法学部卒業

4月 日本銀行　入行
2009年 7月 オックスフォード大学院卒
2011年 7月 日本銀行　退職
2012年 12月 第46回衆議院議員総選挙にて初当選
2014年 12月 第47回衆議院議員総選挙にて２期目当選
2017年 8月 総務大臣政務官に就任

10月 第48回衆議院議員総選挙にて3期目当選
11月 第4次安倍内閣にて総務大臣政務官に再任

Prof i le 町田市・多摩市選出（東京都第23選挙区）総務大臣政務官 自民党衆議院議員小倉まさのぶ

討議資料

国への平成30年度予算の要望活動にあたり町田市長はじめ市役所の職員と
事前打合せを行いました。

議員会館にて、町田市議会議員の皆さまと町田市の産業振興について 
議論しました。

これまでの主な役職
　内　閣　
◉	総務大臣政務官
　自民党　
◉	青年局次長兼国際部長
◉	内閣第一部会部会長代理
◉	行政改革推進本部事務局次長
◉	�国際保健医療戦略特命委員会事務局長代理
◉	広報本部ネットメディア局次長

◉	消費者問題調査会事務局次長
◉	住宅土地・都市政策調査会幹事
◉	宇宙・海洋開発特別委員会幹事
◉	国会対策委員会委員
◉	�経済構造改革に関する特命委員会事務局次長
◉	観光立国調査会事務局次長 
◉	�財政･金融･証券関係団体委員会副委員長
◉	�都市農業振興に関する小委員会事務局長
◉	�青少年健全育成調査会幹事

　衆議院　
◉	総務委員会 委員
◉	予算委員会 委員
◉	経済産業委員会 委員
◉	消費者問題に関する特別委員会 委員
　その他　
◉	一般社団法人日本モノレール協会 顧問
◉	町田リトルシニア後援会長ほか

【地元事務所】〒194-0013　東京都町田市原町田5-4-7 からかあさ101号　TEL: 042(710)1192  FAX: 042(710)1193
【E-mail】info.oguramasanobu@gmail.com　【HP】http://www.ogura-m.jp/
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魅力ある町田へ ～平成30年度予算要望活動～

町田市の予算要望と内示額 ～南町田駅周辺のまちづくりと公園整備事業～（2018年4月5日時点） 単位：万円

事業名称 事業概要 平成30年度最終要望額
A

平成30年度内示額
B

内示率B/A
（平均内示率）

１ 南町田駅周辺地区拠点整備事業・南町田駅南北自由通路整備事業・鶴間公園再整備事業

土地区画整理事業 面積18.2ha　道路・宅地の再配置・造成と調整池増設 42,340 40,848 96.5%
（70%）

南北自由通路整備事業 幅員6.1ｍ×延長約47ｍ　通路側改札・駅務室等を移設整備 11,120 10,793 97.1%
（70%）

鶴間公園再整備事業 面積7.1ha　スポーツフィールド・広場等を整備 28,958 28,309 97.8%
（70%）

街区間デッキ整備事業 幅員10ｍ×延長23.7ｍ　自由通路からつながる道路横断橋を民間整備
民間整備事業に対する間接補助　（補助対象：幅員7.57ｍ分） 1,640 1,640 100%

（70%）

２ 公園用地購入事業・公園整備工事事業
薬師池公園四季彩の杜
整備事業 面積27.1ha　薬師池西園・ゲートハウス整備、リス園・ダリア園改修 23,250 17,350 74.6%

（50%）

第二次野津田公園
再整備計画事業 面積約43ha　拡張区域の整備 4,800 4,000 83.3%

（50%）

芹ヶ谷公園芸術の杜
整備事業 面積約15.6ha　拡張区域（都営住宅跡地）の整備と既存公園の再整備 10,400 6,000

57.7%
（新規事業は�

本来2千万円が相場）

3 道路整備事業
国道16号改築 保土ヶ谷バイパス ー 81,500 ー

▋南町田駅周辺のまちづくり整備事業 ▋今後のスケジュール★：今回の予算が使われる事業

町田市は、超高齢化や生産年齢人口の減少を背景に、若者
の定住促進やまちの魅力向上を図る取組みを行っています。
南町田駅前の再開発や薬師池公園、野津田公園、芹ヶ谷公園
の公園整備事業を通じ、15年後も30年後も選ばれ続ける 
まちを目指します。本事業を着実に進めるため、石阪市長と
ともに、秋元国土交通副大臣へ町田市の社会資本整備総合交
付金、防災・安全交付金に関する予算要望を行い、平均内示
額を大きく上回る回答を頂きました。
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■ 土地区画整理事業施行地区

■ 歩行者ネットワーク事業

■ 町田市単独事業

■ 土地区画整理事業

■ 鶴間公園･融合ゾーン魅力創出事業

■ 東急電鉄単独事業

土地区画整理事業
施行地区

鶴間公園整備

街区画デッキ整備

南北自由通路整備
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魅力ある町田へ ～平成30年度予算要望活動～
南町田駅・商業施設

薬師池公園

鶴間公園 南町田駅周辺地区拠点整備では、大規模
商業施設と鶴間公園を境目なく空間的・
機能的に融合し、オープンスペースや歩
行者動線、居住・文化交流機能など多様
な都市機能が複合的かつコンパクトに集積
する『新たな暮らしの拠点』を創出します。

国道16号町田立体の防音壁延長工事と横浜町田イン
ターへの直結ランプの舗装工事が行われる予定です。
平成28年４月の開通式の際に鶴間小学校の子ども達
の前で挨拶しました。

町田市が有する３大公園
（薬師池公園、野津田公
園、芹ケ谷公園）の整備
事業は、まちの魅力向
上を図る上で最重要施
策です。今年度、薬師
池公園では、薬師池西
公園の整備と薬師池北
緑地の用地取得・整備
工事を進めます。

町田市は環境への配慮から、
首都圏で初となるバイオガス化
施設を併設した熱回収施設を
整備しています。この整備事業
を着実に進めるため、中川環
境大臣へ町田市の循環型社会
形成推進交付金に関する予算
要望を行いました。

町田市の予算要望と内示額 ～バイオガス化施設を併設した熱回収施設の整備事業～（2018年4月5日時点） 単位：万円

事業名称 事業概要
平成30年度
最終要望額

A

平成30年度
内示額

B

内示率
B/A

（平均内示率）

町田市熱回収施設等（仮称）
整備運営事業に関する
施設整備工事

● 施設規模
熱回収施設（焼却施設）：258ｔ/日（129ｔ/日×2炉）
バイオガス化施設：50ｔ/日、不燃・粗大ごみ処理施設：47ｔ/5ｈ

● 処理方式
熱回収施設（焼却施設）：ストーカ方式、バイオガス化施設：高温・乾式
不燃・粗大ごみ処理施設：選別・破砕方式

● 延床面積：約23,925㎡
（工場棟16,985㎡、管理棟5,142㎡、ストックヤード棟1,207㎡、その他591㎡）
● 構造
工場棟：�鉄骨鉄筋コンクリート造・鉄筋コンクリート造・鉄骨造（地上５階、地下２階）
管理棟：�鉄骨造（地上３階）、ストックヤード棟：鉄骨造（地上１階）

20,946 20,527 98%
（95%）

環境省
熱回収施設

国道16号

町田リサイクル文化センター跡地に 
建設中の熱回収施設は、平成33年度
の稼働を目指しています。



公共施設の老朽化対策

町田市の予算要望と内示額 ～教育環境の改善と地域防災拠点の強化～（2018年4月5日時点） 単位：万円

事業名称 事業概要
平成30年度
最終要望額

A

平成30年度
内示額

B

内示率 
B/A

（内示平均は
95％）

町田第一中学校改築工事
校舎棟（改築） 7,670 7,670 100%
中学校武道場（新築） 208 ※�平成30年度分に

ついては未内示 —
鶴川第一小学校体育館改築工事 体育館棟改築　延床面積1,373㎡　ＲＣ造2階建て（一部Ｓ造） 3,544 3,544 100%

小学校（28校）
特別教室（理科室・家庭科室等）
空調設置工事

堺地区 小山小学校、相原小学校 718 718 100%
忠生地区 忠生小学校、小山田小学校、忠生第三小学校、山崎小学校

小山田南小学校、木曽境川小学校、七国山小学校 2,046 2,046 100%
町田地区 本町田小学校 215 215 100%
鶴川地区 鶴川第二小学校、鶴川第三小学校、鶴川第四小学校

金井小学校、大蔵小学校、三輪小学校 1,839 1,839 100%

南地区
南第二小学校、小川小学校、南第一小学校、南第四小学校
つくし野小学校、南大谷小学校、成瀬台小学校、鶴間小学校
高ヶ坂小学校、成瀬中央小学校、南成瀬小学校、南つくし野小学校

3,951 3,951 100%

町田第六小学校トイレ改修工事 トイレの洋式化・乾式化等の内部改修 1,243 1,243 100%

町田第一中学校

町田市の小中学校では建築後３０年以上経過した建物が
９０％以上に達するなど老朽化対策が喫緊の課題となって
います。学校は児童・生徒だけでなく地域の防災拠点と
しても重要な施設です。
教育環境を改善するとともに、地域防災拠点を強化する
ため、丹羽文部科学副大臣へ町田市の学校施設環境改善
交付金に関する予算要望を行い、満額回答を頂きました。

特別交付税とは、災害・医療・交通などの特別な事情に応じて12月と3月に国から支給される交付金です。町田市は例年、
人口規模・財政規模に比べ交付額が極めて少額であり、高齢化の進む町田市において見逃せない事項となっていました。
そこで、町田市の髙橋副市長から私が所属する総務省へ町田市の実情を説明頂いたところ、この度交付額が大幅に増額さ
れました。この特別交付税は、地域医療を確保するため、町田市民病院の救急医療の充実などに利用されるほか、下水
道事業や中小企業の経営安定化対策、地方バス路線運行維持などに利用される見込みです。

建築後55年が経過し、
老朽化による学習環境
の悪化が懸念されてい
た町田第一中学校では、
今年度から改築工事が
行われます。

文部科学省

平成29年度特別交付税交付額 単位：万円

12月 3月 合計 前年比

平成28年度 5,475 1,176 6,648 ­—

平成29年度 4,483
6,417
今回要望 10,900

+4,252
64%増加
（全国平均▲2.2%）

平成29年度特別交付税


